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明治後期東京に お ける私立中学校の機能
一 入学動向 ・ 入学者の経歴 の視点から

武石 典史

1．　 は じめ に

1．1． 課題

　本稿で は 明治後期に お け る 「東京府の 私立 中学校」 （以下 ， 「私立 中学校」と略記）

へ の入学動 向 ・入 学者の経歴 を分析す る こ とを とお して
， 私立 中学校 が い か な る教

育段階 ・教育機 関 と接続関係 に あ っ た か を検討す る 。 そ の うえで ， 私立 中学校の機

能 を考察 した い
。

　近代 日本 の 中学校は ， 深谷 （1974， 1081頁） が 「競争 の 原理 に 基づ く淘汰機関で，

健康 ， 経済力 ， 学力の 三 拍子 に 恵 まれ な け れ ば中学校卒業 は 困難で あ っ た」 と述 べ ，

また天 野 （1982， 164頁） も高等教育進学の 「正 系」で あ る中学校で は 「入学後 も進

級の 過程で 次々 に 生徒 をふ る い 落 と して い っ た」 と指摘 して い る よ うに ， 大量 の 半

途退学者排 出を も辞 さな い 淘汰機能 を備 えた 教育機関で あっ た 。

　斉藤 （1995a）は ， 淘汰が 本格化 して い く時期 を明治後期 と した うえで ， 広範 にわ

た る史料 を手堅 く駆使 し つ つ
， 淘汰の 実態を説得的 に論証 して い る 。

い わ ば従来 の

通説 を裏付 けた形 で あ り， 本稿 も異 を は さ む もの で は な い
。

だが ， 「半途 退学者の 行

方」の節 で 紹介 さ れ て い る ， 素行不良に よ り停学処 分 を受 け ， さ らに落第 を繰 り返

した こ とに よ っ て 「淘汰 」 され た半途退学者 が私立 中学校へ と転 じた い くつ か の事

例 は ， 私立中学校が単 な る淘 汰機 関で は な か っ た こ と を示唆 し て い る 。

　氏 は ， 半途退学者の 私立中学校 へ の転学行動 を ， 全国中学校の 「レ ベ ル の 多層化」

に よ る 「受 け皿 」 的要素 の私立 中学校が 成立 して い た とい う文脈で 片付 けて い るが

東京大学大学院

25

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

（斉藤 1995a
， 64頁），

こ うした 理解 で は， な に ゆ え転学先が 近隣の 非
一

流中学校で

はな く， 東京の私立 中学校で あ っ た か の 説明 に は な らな い
。 し たが っ て ，

これ は学

校間格差で 説明 され うる性質 の もの で はな く， 私立 中学校 の 機能 に よ っ て 解明 され

るべ き問題で ある と考 え られ る 。

　と こ ろで ， 私立 中学校が 「中学校」 と して の 認可 を得 ， 各種特権が 付与され る公

教育体制 に 残 る た め の 整備過程 に つ い て は制度史的 に 論 じ ら れ て きて い る もの の

（深谷 1969）， 淘汰が 本格化 して い く明治後期 の 私立中学校 を対象 とした 実態 レ ベ ル

の研究 は全 くとい っ て い い ほ ど なされ て きて い ない
ω

。 つ ま り， 私立 中学校 の 入学

動 向や どうい っ た者が入学 し ， その 目的が何で あ っ たか と い う よ うな問い 自体が い

まだ に 手付か ずの ままなの で あ る。

　そ こ で 本稿で は
， 第

一
節で 私立 中学校入学者 の入学学年状況 を整理 し， 第二 節で

入学者 の 経歴 を分析 し つ つ 私立 中学校 の 機能 に つ い て検討す る。そ の機能が変容 し

て い く背景 を第三 節で 触れ て ， 最後 に私立 中学校 が 有 して い た機能 の社会的意味 を

論 じた い
。

1．2． 史料 に つ い て

　分析に 際して は ， 随所に 成城学校の 『学籍簿』 の データ を用 い る 。 明治30年の 東

京府 に は私立尋常中学校が 16校あ り， うち 14校 の 入学状況が 判明 して い る （14校に

つ い ては表 1 の 注 を参照）。 そ れ に よれ ば， 全入 学者に 占め る第
一

学年入 学者割合が

10％台は 2 校 ， 20％台 4校 ， 30％台 3校， 40％台 4 校 と い うふ うに ， 独協の 68．5％

を除 けば， 幅はあ る もの の 概ね 50％以下 とそ れ な りに 特徴が重 な っ て い る
。 成城は

33．8％で ほぼ中間 に位置 して い る 。

　　　　　　　表 1 中学校入 学者入 学学年別割合 （カ ッ コ 内は全 国）

1 年 2 年 3 年 4 年 5年 計　　 l　 N
明 治

30年
府 立

私立

71．734
．8

12，925
．9

11．516
，3

3．113
．9

0．89
．1

100，0…　 481
10  ．  1　 　 3631　　 脚

明 治

36年

府立 （全 国）

　 私立

86．8（89．8）
　 　 　 35．17

，3（4．4）
　 　 15．93

．7（2．8）
　 　 13．01

，9（2，5）
　 　 17，03

．0（0，5＞
　 　 19．o1

   、0（100．0）1646（26251）
　 　 　 1 O、01　　 5475
　 　 　 　 　 　 1

明 治

42年

府立 （全 国）

　 私立

90．5（89．4）
　 　 　 53．54

．7（3．7）
　 　 10．33

．1（3，3）
　 　 15．9

ユ．5 （2．9）
　 　 16．9O

，2（0，7）
　 　 3．4100

．0（100．0）i589（31439）
　 　 　 100 ．OI　 　 　 4815
　 　 　 　 　 　 1

大 正 府立 （全 国）

4 年　　私立

92、ユ（90．5）
　 　 　 60．04

．3（3．1）
　 　 7，82

．2（3．0）
　 　 14．00

．7（2．5）
　 　 15．00

，7ω，9）
　 　 3．210

。．0（100．0）i696（35045）
　 　 　 100．OI　 　 6063
　 　 　 　 　 　 1

注 ： 明治30年 の 私立 は，郁分 館 ， 尚 武 ， 商工，数学院，明治義会，錦城 ， 大成 ， 京華， 麻布 ， 正 則 ， 攻玉

　社，独逸学協会，口本，成城 の 14校。
「明治三 卜二 年 第三 課文書 学務 各学校　府立 ・私立 ・各種学校　za

’一
巻亅 （東京都公 文書館所蔵），『全 国

　中学校 二 関ス ル 諸調 査亅 よ り作成 。
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　また， 入学試験 の 実施方式 や入学者の 経歴 に関 して 法令違反 もし くはそ の 疑い が

ある ， と文部省よ り警告等 をうけて い た 私立中学校は
， 管見の 限 り立 教 ， 凵比 谷 ，

成城 ， 麻布， 日本 ， 正則 ， 京華 ， 大成 ， 東京 ， 錦城 ， 神田 ， 順天 ， 郁文館 の各 中学

校 で あ る。
こ の 法令違反 の程度 に も各校 間 に差 異 は あるだ ろ うが ， 成城の データ は

多か れ少 なか れ上 記 中学校の 動 向を反映 して い る と思 わ れ る 。 た だ し ， 成城 は 「陸

軍士 官学校の 予備校」 と して の 側面が あ っ た ゆ え ， 陸士合格 を 目指 して の 入 学者 も

少な くな か っ た はずで あ り， そ の 意味で ， 成城 は他の 中学校 とは違 っ た 様相 を呈 し

て い た可能性 も否定 で きな い 。

　したが っ て
， 成城 の 数値 の み で 論 を展開す る の で は な く，公文書 ， 他の 中学校 の

学校史 ， 新聞雑誌記事 ， 伝記 ， 諸統計 と い っ た他 の 史料群 との 整合性 を確認 しつ つ
，

そ し て こ れ らで 補い なが ら私立中学校全体の 実態に迫 っ て い く。

　な お ， 「学籍簿』 の様式 に つ い て 簡単 に触 れ て お く と， 本稿 に か か わ る と こ ろ で

は ， 「生徒姓 名」「生 年月 日」「入校前履歴」「入校 年月」「入校当時ノ 学級 （入学学年）」

「入校後履歴」「卒業年月」「異動 （卒業か 退学か ）1 が記載 され て い る 。 生 徒に 対 し

て 在学証明書 を下附 したか否か を示 す 「徴兵猶予」な る項 もあ る もの の ， 記載率が

極 め て 低 い た め こ こで は扱わ な い 。 また ， 「族籍」「父兄姓 名」1（父 兄 の）職業」「父

兄住所」 「男弟 （出生順位）」「生徒現住所」等の 記載が あるが
， 本稿の 関心 を超 え る

ゆえ
，

そ れ らに は論及 しな い 。

2
．　私立 中学校 入 学者の 入 学学年 と年齢

2．1． 私立 中学校 入 学者の 入 学学年

　明 治19年の 中学校令 を うけて ， 東京府尋常中学校の み が 中学校 として認可 され て

い た 東京府で は ， 明治 20年代 に入 る と尋常 中学校 に 「転身」する 私学が現れ は じめ
，

その 後 も転身や 新設が相次 い だ。 それ ゆ え ， 明治34年の 中学校数 をみ る と ， 府立 4

校， 私立21校 と い うふ うに 量 的に は後者が 前者 を圧倒す る よ うに な っ て い た （『東京

府学事第二 十九年報』）。

　折 りし も上級学校進学 ・徴兵等 にお い て 中学校卒業 と い う学歴 が 「特典」的性格

を帯び は じめ ， 「条件」 として 定着 してい く時期 で もあ っ た 。 また ， 「近 時 ， 教育 の

隆盛 に つ れ て ， 国民 は ， 小学教育丈で は， 迚 も満足 し得 ずして ， 更に進 んで
， 中学

校に 入 り，
よ り高 き普通教育 を受 くるに 至 つ た の は ， 我 国刻下 の 趨勢」 （渡邊 1907，

85頁） と論 じ られ て い た よ うに ， 明治30年代 に は 国民の 要求す る教育水 準 が 中等段

階 へ と高ま りつ っ あ っ た 。
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　 それ で は ， 明治 30年代 か ら大正 前期 に か けて の 中学校入学者の 状況 を確認 して い

こ う 。 表 1は東京の 府立 ， 私立 中学校 ， そ して 全国の 中学校入 学者を入学年別で み

た もの で ある が ， 明治36年 に は既 に 9割 弱を 占め て い た こ とが 示 して い る よ うに ，

全国的に は か な り早 い 時期か ら第
一

学年 へ の 入学が
一

般 的 とな っ て い た よ うだ 。 と

りわ け府立 中学校で は ， 明治末期 に は既 に 90％ に達 して い る 。

　他方 ， 私立 中学校 で は第
一

学年入 学者が明 治30年 ， 36年に は35％程度 に過 ぎず，

第二 学年以上へ の 入学者が 圧倒的多数を占めて い た こ とが わか る 。 大正 4 年 に な っ

て や っ と 6割に 達 して い る こ と か らも， 全国的に み て か な り特異だ っ た とい っ て よ

い
 

。

　府立の 第二 学年以上の 入学者は28．3％ （明治30年）か ら／3．2％ （36年）へ と僅か

6 年で 半減 し て い るが
，

これ は東京府尋常中学校入学志願者心得 に 「本校 二 於 テ募

集 ス ル 生徒 ハ 第
一

年級及 ヒ第二 年級第三 年級 ノ 補欠生 ナ リ」 （「東京府尋常中学校」

『東京府教育会雑誌』第101号 ， 1898年 3 月28日） とある よ うに ， 府立で は第
一

学年

生 を主要な募集対象 とす る 方針が急速 に確立 し つ つ あ っ た た め で あ ろ う。 対 照 的 に ，

「入学期 を
一

定せ ず年中数十 回生 徒募集 を行ふ 事而 して五 年級 に も ドシ ドシ 入 学 を

許 し」て い た神田 中学校 （「神 田中学閉鎖 を命ぜ らる」 「教育界』第 2巻第 9号 ， 1903

年 7 月 3 日）， 全学年の 生徒を募 っ て い た大成 中学校等の 例 は （「生徒 募集」『読売新

聞』1905年 7月 9 日）， 明治 30年代 に は入学時期 そ し て入 学学年 を問 うこ とな く私立

中学校に入 学で きた こ とを端 的に 表 して い る 。

　 こ の よ うに ， 府立 と私立で は 入学者の 入 学学年に 大 きな相違が あ っ たが ， 輩出さ

れ る卒業生 に もそれが反映 され て い た
（3）

。 明治37年か ら40年 に お け る府立三 中卒業

生 286名 の 67．8％ （東京府立第三 中学校編 1916）， 府立四 中卒業生265名の 72．1％ （東

京府立第四 中学校編 1909）が第
一

学年入 学者で あ っ たの に対 し ， 成城で は ll．8％ （N

−245） に 過 ぎな い
。

こ れ は ， 明治 30年代 に 府立 で は確立 しつ つ あ っ た ， 第
一

学年入

学後 ， 五 年間在学 して 卒業 と い う就学パ ター ン が 私立 で は定着 の兆 しす らな か っ た

こ と を物語 っ て い る 。 成城 に お い て それ が 50％ を超 え る の は ， 大正 5年 まで 待た な

くて は い けなか っ た 。

2．2． 私立中学校 （生徒 ）入 学者の 年齢

　明治28年の 『東京府学事第二 十三 年報』で は ， 私立 中学校 12校の 「第 二 年級以上

二 編入 セ シ モ ノ」 の 「其年齢ノ如 キハ 最少十二 年最長二 十年以上 二 及 フ モ ノ ア リ」

と入学者の 年齢幅 の 広さが述 べ られ て い る 。 教育 ジ ャ
ーナ リズ ム上 で も， 「就学年齢
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な る者 は ， 独 り就学 の 当初， 即 ち其小学校 に入 るの 時 の み効力 ある」 （「私立中学校

生徒 の年齢」『教育報知』第525号 ，
1896年 9 月30日） と指摘 され て い た ほ どで あ っ

た 。

　明 治30年秋 時点で の 東京府尋常中学校生 徒 （在学生）の 平均年齢 が
，

一一・年生 14歳

3月 ，
二 年生 15歳 11月 ，

三 年生 16歳 5 月 ， 四 年生 17歳 5 月，
五 年生 18歳 9 月で あ っ

たの に対 し
， 私立 は とい う と

， 例 えば錦城 に お い て は それ ぞ れ 13歳 8 月 ， 14歳 6月 ，

16歳 5月，18歳 ， 19歳 2月 （「公私立中学校 及各種学校取調 照会」 『明治三 十二 年第

三 課文書 府立 ・私立 ・各種学校 第
一

巻』）， 明治 33年の順天在学生で は 13歳 1月 ，

14歳 7 月，
16歳 2 月 ， 18歳 5 月 ，

19歳 11月 とな っ て い る （渡辺編 1994， 79頁）。 府

立 に比 し私立で は ， 上級学年入 学者 の 年齢が 高い 傾 向に あ っ た よ うだ 。

　入 学者の 年齢 に 関 し て ， 成城 を事例に詳 し くみ て い こ う。 表 2 は 「入学時」 の 平

均年齢 ， 最高年齢 ， 最少年齢 を入学学年別 に 算出 した もの で あ り，
こ こ か らは明治

後期の 特徴 として次の 二 点が読 み取れ る。 まず第
一

に ， や は り明治3  年代の 第三 学

年以 上 の 平均年齢が 高い 。 これ は20歳前後の 少年が
一・

定数存在して い た こ と を表 し

て い る が ，
こ こ で 想起 すべ き は ， 私立中学校が 困難 を経て 徴兵猶予 の特権 を得 て い

た と い う こ とで あ ろ う。

表 2 成城入学者の 入学学年別年齢 （入学時。 年齢数値は平均年齢 ・最高年齢 ・ 最低 年齢の順）

1年 2 年 3 年 4 年 5年

明治34− 35年

明治40− 41年

大 正 2 − 5 年

13，11［18，11：11．06］
13．05［16．10112，GOユ
13．04［16． 4：11ユ1］

15．11
−
2a．00：12．081　　 −

15．02 ［16．ll：13．01』
14」O ［1611：13．D1］

17．01［20．Ol：13，】0］
16．06 ：18．07：14，07］
15．08 ［17．06：14．Ol］

18．04 ［23．IO：15．06］
18．00 ［20．09二15．08］
17，07［20．05；15．07］

19．05 ［24．σG：16．07】
lB， 9 ［20．10：16．10」
18．（16［20．02：16．06］

『生徒学籍簿 成城学校』， 「従 明 治 四 十年 四 月 生 徒学籍簿 成 城 学 校』 （成城学校校 友 会 所 蔵 〉 よ り作成。

　特権の有無が私立 中学校の 存続 を大 き く左右 してい た とい うこ と は ， 徴兵猶予 （と

卒業す れ ば一
年志願兵の 資格） を意識 し て い た者が少 なか らず入学 して い た こ とを

意味 して い る 。 た だ ， 兵役は男子 の 義務で あ り建前 と し て は名誉で あ っ た か ら， 私

立中学校入学の 動機が 「徴兵忌避」で あ っ た との 「ホ ン ネ」 を回想録等 に見 つ け出

す こ とは極 め て 難 しい
。 しか し， 「二 十歳前後 の 青年に して漸 く二 学年又 は三 学年に

入 学す る ものの如 き は ， 慥か に徴兵猶予の 特典 に 浴せ ん とす る もの 」 （「中学校生 徒

の 増加 」『教育時論』第724号 ，
1905年 5 月25日）， 「中学在校中 に徴兵猶予す る もの

は ， 地 方に は 少な い が ， 東京に は多い 」 （島渓生 1907， 73頁）や 「私立 中学校 を以

て ， 兵役免除の 金城鉄壁 と思惟 し， 校紀の 緩慢 な るに 附 け込 む 」 （「私立 尋常 中学生

の
一

年志願兵許可 に就て 」『教育 時論』第 392号 ， 1896年 3月 5 日） と い っ た数々 の

批判 的論調 は ，
そ の 傍証 とな ろ う

（4）
。
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　第二 に
，

と りわ け高学年に お い て 最高 ・
最低年齢 との 差が大 き い と い う こ とで あ

る
（5）

。 これ は同 じ学年の入 学者 とは い え， 入学前の 経歴が 多様で あ っ た こ とを示 唆

し て い る。 ど うい う経緯 を経 て ， い か な る目的で 私立 に入 学 して い た か に つ い て は

次節で検討 しよ う。

　と もあれ ， 上 級学年へ の 入学者が 大半を占め ， か つ そ の 平均年齢が 高か っ た 明治

後期 の 私立中学校で は あ っ た が
， 徐々 に第一

学年入学者の 割合が 増加 して い き ， そ

れ に 伴 っ て 各学年に お け る年齢差が縮小 し， 平均年齢が低下 して い っ た 。

3 ．　私立 中学校 の 機能 と入 学者の 「経歴」

3．1． 私立中学校入学者の 前 学歴

　第二 学年以上 へ の 入学者割合が 高か っ た と い うこ とは， 私立 中学校 に は 「前学歴」

が 初等教育機関以外の 者が か な り入学 して い た 可能性が 高い 。『全 国中学校 二 関ス ル

諸調査』に よ れ ば ， 明治36年の 中学校入学者の 「従前ノ 学歴 」の うち ， 初等教育機

関占有率は ， 全国88，6％ （N ＝ 26328）， 府立 83．0％ （N −647）と全国的 に は 中学校 は

小学校 と接続 して い た
一

方で ， 私立 は52．9％ （N 　・＝553 ）で あ る 。 た だ し ， 同資料に

お ける明治36年か ら38年に か けて の 成城 の 数値が 48．2％ （N ＝709）で ある の に 対

し， 『学籍簿』で は 35．7％ （N ・845）と大 きな差が生 じて い る
〔6）

。 この 差異 は ， 明治

30年代 に 私立中学校の 入学 ・卒業 をめ ぐっ て 文部省な どか ら再三改善勧 告が 出され

て い た か ら （次節参照）， 色 を つ けて 当局 に 申告 して い たか らと思われ る 。 したが っ

て
， 実際に は明治36年の 私立中学校 で は小 学校 を 「前学歴」 とす る入学者の 割合は

50％を大 き く割 り込 んで い た で あろ う。 また ， 成城にお い て は 「前学歴」小学校の

割合が
， 私立 中学校平均 に比 し若干で はあ るが低か っ た と推測 され る。

　で は こ の 点に 留意 しつ つ
， 成城入 学者の前学歴 を入学学年別 に 整理 した表 3 に 目

を向 けて み よう 。
こ の 表か らは着 目す べ きこ と として以 下の 三 点 を挙 げる こ とが で

き る 。

　第
一

に
， 特に 明治 30年代 ， （高等） 小 学校 か ら直接 中学校 に入 学す る もの が少 な

く， 割合に バ ラ ツ キ は ある ものの前学歴 が多岐に わた っ て い た とい う点で ある 。 各

種学校出身者 ， 陸幼 中退者 や 「私 塾又 は特別の 師 に就 き て勉学 し ， 中学の 高学年 に

編入せ らる 〉 こ と」 （「禁圧 主義 の 余洙」 『教育学術界』第 7 巻第 6号 ， 1903年）も僅

か なが ら存在 して い た 。

　第二 に ， 第
一

学年 へ の そ して 小学校か らの入学者が 少 ない の み な らず ， そ の 卒業

率 も低 く， 卒業生の 主勢は転校生 で あ っ た 。 つ ま り， 「ア ウ トプ ッ ト」の観点か らも
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治後期東京における私立中学校の機能

表 3 成城 入学者の 入学 学年 ・前学歴別割合 （カ ッ コ内 は卒業 率）

明 治 32年 一明 治 37年 （1期） 明 治38年一
明治43年（II期）

1 年 2 ・3年 4 ・5年 計 N1 年 2 ・3 年 4 ・5 年 計 N

初 等 6 年 まで

初等 6年以 上

　 中学 校

私 立 中学 校

　 再入 学

師範
・実業学校

各種学校 等

　 私塾 規 模

陸軍幼年学校

中学 校 卒 業

外地 中等学校

6．5〔18．6）
14．O（18．3）
o．9（ ア．7）
o．9（ 7，7）
0、正（IOO，ω
o．1（o』）

0．6（11，1）
o．1（ o． 

0．1（ 0．D〕

o．7〔10．D）
7．7（39、5〕
13．5（29ユ〕

9．3（35．5｝
0，7（18．2）
0，3（5 ．O）
4．1（19、7）
0．3（50．0）
0．1（O．ω

0，2（50．0）

0．3（80．0＞
2，2（6呂．7）
17，1〔52，2）
12，9（553）
2．2（62，5）
0．3（25』）

4．2（64．5）
o．1（50．o）
0．2（66．7）
0．鼠 75．O）

7．5（2G．5）
23．9（29，6）
S1，5（41ユ）

23ユ（45．5）
3， （52．2｝
0．7（33．3）
B．9（40．2）
O．5〔42．8）
O．3（40．0）
0．3（40．0＞
0．3（40．0＞

112B544553

‘14491327545

19．8（24．2）
呂，4（27，5）
22 （31．Ol
1．2（12．5）
0，3（0，01
L8 〔21．7）

0ユ（  ．0）

0．4（66．71
2、5（44．1｝
9、呂（38．6）
5，3（40，6）
1．O（61．5）
 ，6（37、5）
9．5（35．5＞
02 （ o．の
0．3〔66，7）

0．2〔100． 

03 （100．O）
6．5（55．9）
3．9（5G．D）
1．6（45，5）
o．4（50．o）
3．2（59，5）

0．3（66．7）

O．2（100．0）

20．2（25．2）
3L2（29．5）
18．5（43，8）
10．4〔40，ア）
2．9（47．4）
1．0（46．2）

ユ4．3（39．21
0．3（0．ω
0．4（66．7）

0．3（100．0｝

26240424013538131

呂936

4

計 23．3｛17，4）36．9〔31．6）39．8（56．2｝100．0（38．1） 一53．8（25．7）29．8（40．2）工6．4（55．4110D．D（3捌 π

N 344 547 587 一 147S696 386 212 1294

明 治44年．．
大正 5年（H1期 ）

1年 2 ・3 年 4 ・5年 計 N

初等 6年 まで

初等 6年以 h
　 中学校

私立 中学校

　 再 入 学

師範 ・実業学校

各種学校等

　 私塾規模

陸軍幼年学校

中学校卒業

外地中等学校

35．4（34，B）
23，4（31，5）
1，8（23．8）
0、3（25．ω
0．2（ 0．0）
O．1（ G．Ol
O，7（50，0）

（1．巳〔50．の

0．2〔50，ω
O，8（40．O＞
8．4〔49．5）
3．2〔45．9｝
1．3（26．7）
o．7（44．4）
8．D（48．9）

O．2（10ω

 ．K100．0）

o．1（1  ，o）
7．1（732）
2．9（66．7）
1．4（52．9＞

3．2（59，4）

0．上（100．ω

0，1〔100、O）

35．6（34．臼）
24、3〔32．ω
1ア，3〔55．5〕
6．4（54．1）
2、9（3B．2）
0．8（4D，O）
ll．臼（51．8）

o．3（loo．o）

0，5（66，ア）

4102812

〔旧

ア43410137

　 3

　6

計 62．2〔33．3）22．9（47．5）14．9（67．4）1 0，0（41、6） 一

N 718 265 172 1155

注 ： 卒業率 は，該当 カ テ ゴ リーの 入 学者数 を分母，そ の う ちの 卒業 し た 人 数 を 分子 に した もの に ， 百 を

　乗 じ て 算出 し て い る （表 4 も同様 ）。

r生徒学籍簿 成城学校』， r従 明 治 四 十年 四 月 生徒学籍簿 成城学校』（成城学校校友会所蔵） よ り作成 。

小学校 と私立 中学校 は接続 して い なか っ た こ と に な る 。 大正 に 入 る頃 に な る と前学

歴 「初等教育」が約 6割 に な る もの の （私立全体で は大正 4 年に62．7％ と 6割 に ），

その 卒業率 は30％強 に す ぎない
。

　第三 に ， 明治 30年代半ば頃 ま で は入 学者の 半数以上 が他 の 中学校か らの 転校生で

占め られ て い た 。 ひ と きわ 目を引 くの が
，

4 人 に 1人が東京の 私立 中学校 か らの 転

学者 とい う こ とで あるが ， これ はな に も成城 に 限 っ た こ とで はな く， 神田中学校 に

も明治 32年 4 月15日付で
， 東京の 私立 中学校か ら 60人 （大成 20人 ， 錦城 15人 ， 郁文

館13人 ， 明 治義会 12人）が転校 して い る （「文部省 へ 入 学生学歴 回答」 『明治二 十二

年 第三 課文書 私立 中学校第二 巻』東京都公 文書館所蔵）。
こ う した光景 は ， 文部省
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視学官が 「私立 学校間の転学 の頻繁 な る こ とは驚 くべ き程」 （「東京府下の 中等教育」

『読売新聞』 1898年 3 月31日） との 感 を抱い て い た よ うに ， 日常 的 な もの で あ っ

た
（7）

。 また ， 後年 に比 べ て 「4 ・ 5 年」 と い っ た高学年 へ の 入 学者 の割合が 「2 ・

3 年」の そ れ よ り も高 くな っ て い る こ と も注 目に値 する 。

　東京 とい う立地上 ， 父兄 の転勤 に従 っ て とい うケ ー
ス もあ っ たで あろ うか ら， 幾

分割 り引 く必要が ある もの の
， 中学校の み な らず， 各種学校 をは じめ とす る多種多

様 な中等教育の 「前学歴」 を もっ た少年た ちが私立 中学校 に 入学 して い た と い う こ

と は ， 明治30年代 の 私立 中学校に は公立 中学校 に は な い 独 自の 機能や役割が あ っ た

か らと思わ れ る 。

’
3．2， 私立 中学校の 機能

　 そ れで は ， な に ゆ え私立 中学校に 入学 して い たか とい う観点か らそ の機能 を検討

して い く。 まずは ， 糸口 として い くつ か の 事例 を紹介 し よ う。

　 昼聞 は ドイツ語専修学校 で学 び ， 夜 は夜学で 先生 を してい た上野陽
一

（中学校修

学経験無）が
， 上 級学校進学 に必要な 「中学校卒業証書」 を得 るた め だ けに順天中

学校の 四年生 三 学期 に編入学 し た の は 明治35年 ， 時に 18歳 で あ っ た 。 「中学校 はサ ボ

リなが ら ドイ ツ語専修学校だ けは休 みな く通 」 う日々 で あ っ た が ， 試験だ けは確実

に受 けて 「十九歳 の 春三 月 ， 順 天 中学の 免状 をニ ギル こ とが で きた 」 （産業能率短期

大学編 1967， 35− 37頁）。

　 小 倉金之助 は荘内中学校 を四年 中途で 退学 ， 単身上 京 し物理 学校 に在学 して い た

が ， 上野 と同 じ理 由か ら， 中学校の 「卒業証書ただ一
枚 ほ し い た め に 」 明治 37年 9

月大成 中学校五 年生二 学期 に入 学す る 。 当初は授業に 出席 して い たが
， 「十二 月 ぐら

い に な っ て か らは も う殆 ん ど学校に行か ない よ うに な」 っ た 。 とは い え，翌 年 3月 ，

無事 に 「卒業証書」 を手 に す る こ とが で きた （小倉 1967， 40− 42頁）。

　明治 37年の 東京中学校で も， 五 年三 学期 に 入学 しわ ずか 数 ヶ 月の 在籍で 卒業 して

い た 者が い る （校史編集委 員会編 1983， 104頁）。 上記事例 は ， 早急に 卒業証書が 必

要 と な っ た者に対 し ， さほ ど経歴 に こ だわ らず高学年 へ の 編入学 を許可 し， しか も

授業の 出席状況 に か か わ らず卒業資格 を与 えて い た 私立中学校の 実態 を浮 き彫 りに

し て い る 。

　また ， 「前学歴」が 中学校 の ケ ース で は ， 「飛 び級」 を利用 す る こ とに よ っ て 高学

年 に入 学 して い た者 もい た よ うで あ る 。 私立 中学校の 中に は飛 び級制度 に よ っ て 正

規 の 年限 を短 縮 し卒業証書 を与 える学校 もあ り， 例 えば神田で は 「他 の 中学校 の 三
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明治後期東京における私立中学校の機能

年生 に して 同校 に入 学す る時 は五 年級 に編入 を許 し」て い た （前掲 「神田 中学閉鎖

を命ぜ らる」）。 個人 の 例で は ， 藤村操が家庭 の 経済的事情で ， 東京 開成 中学校三 年

か ら飛 び級 を認 め て い た京北 中学校五 年に 転 じ （京北学園百周年記念誌編集委 員 会

編 1998
， 32頁）， 後年東京電力会長 とな る菅礼之助 （秋 田 中学校 で ス トライ キ に 関

係 し， 自主退 学後上 京） は ， 日本 中学校三 年修了 時に 同校の 飛び級基準 に 達 してい

た もの の な ぜ か 認め られ ず ， 四年生の 時 に商工 中学校 の 五 年生 に 飛び級編入 して い

る （日本学園百 年史編纂委員会編 1993
，

44  
一443頁）。

　 こ うした 「卒業生速成機能」は
， 「生徒の 歓心 を得ん と し……未だ十分 の 学力な き

も の を ， 急遽上 級 に編入 す る もの
， 極めて 多し と為す」（「私立 中学」『教育報知』547

号 ， 1897年 5 月 5 日） と批判 は さ れて はい たが ， 私立中学校特有 の役割 として
一

般

に 認 知 され て い た 。

　他方， 在学 して い た 中学校 を退学 とな っ た ゆ え ， 私立中学校 へ と流れ て くる者 も

い た。校長 に 反発 し山形中学校を放校処分 とな っ た 阿部次郎 ， 生徒会 と争い 姫路 中

学校 を辞 した 魚住影雄 は 京北 に編入 （京北学園百周年記念誌編集委 員会編 1998），

小沢治三 郎は地元の 地 回 りと の 喧 嘩の 廉で 宮崎中学校 を退学処分 ， 当時は県立 中学

校を退学 とな る と公立中学校 へ の転校は 出来ず との こ とで 成城 に 入学 して い る （提

督小 沢治三郎伝刊行会 1969
，

4 − 5頁）。

　 こ れ らは 「素行」 に 因を発 す る もの で あ るが ， 明治30年代に 甲府中学校 の 生徒 で

あ っ た石橋湛山の 「落第す る と， 多 くは 東京あた りの 他の 学校へ 転校 した」 と い う

回想 （石橋 1951， 25頁）や ， 富 山中学校在学中に 落第 を繰 り返 した者が私立 に転学

して い る ケ ース は（斉藤 1995a， 63頁）， 学力で 淘汰 され た 者も私立 に入 学 して い た

こ とを表 して い る
（8）

。

　す なわ ち ， 「学力が 劣 等 で 他の正 当の 学校 へ 入 学出来 ぬ ものや ， 退 校 を命ぜ られ た

悪 書生 な ど を ， 殆ん ど無試験 で ドン ドン 入 学 させ 」 （「私立 学校 の 裏面」 『中学世界』

第 9 巻第 4号 ，
1906年 3 月）る と い う機能 を ， 明 治30年代 の 私立 中学校 は有 して い

た の で ある 。

　それゆ えか ， 同時代の 人 に ［
一一

年級 よ り終業 に 至 る まで ，

一
校 に貫 きて 学ふ 者 は ，

或は多か らず」 （「内藤翁の 私立 中学流弊論」 『教育時論』第 484号 ， 1898年 9 月25日）

とい うふ うに 評 され てい た私立 中学校入学者で は あ っ たが ， 入 学前の 経歴 に よ っ て

卒業率の 違 い はあ っ た の だ ろ うか 。 表 4 は ， 成城入 学者を 「転学履歴」別 に 整理 し

た もの で ある
。

こ こ で い う 「中等」とは中等 レ ベ ル の 教育機 関を全て 含み ， 「中等 2

校 目」 と は成城 へ の入 学が 中等教育機関 2校 目 （転学 1回） とい う こ とで ある 。
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表 4 成城 入学者の経歴別卒業率 （カ ッ コ 内 は入 学者数 ）

明治33− 36年 明治37− 40年 明治42− 44年 大正 元
一4年

　 初等教育

　中等 2 校目

中等3 校 目以上

24、9 ： （30．2）
38．9 ： （52．3）
47．1 ： （17．5＞

28，0 ：（46．1）

36．0 ：（39，8）
41．9 ：（14．1）

27．8 ：（54，6）
49．2 ：（34．2）
48．2 ： （1L2 ）

32．6 ： （5呂．8）
52．3 ： （36，9）
54．5 ： （4．3）

平均 ：（入 学者数） 36．1 ：（1090） 33．2 ： （962） 37．4 ： 〔756） 40．8 ： （777）

　　 『生 徒 学 籍簿 成城学校』，「従明 治 四 十年 四 月 生徒学籍簿 成 城 学 校』（成城学稼校友会所蔵）

　 　 よ り作成。

　こ の表 に 目を転 じ る と
， 明治30年代半ば まで 「中等 2校 目」の グル ープが 入学者

の 主勢力で あ り， 大正 初期 に か けて
一

貫 して初等教育組 よ り卒業率が高 い こ とがわ

か る 。 さ らに注 目す べ き は ， 転学 を繰 り返 し つ つ 成城 に入学 した者 （「中等 3 校 目以

上 」）の 数 は少 な い もの の
，

三 つ の グル ープの 中で は
一

番卒業率が 高い 。 これ は 私立

入 学者 の 「卒業学年に至 り， 甲校 に在 る もの に して ， 落 第する 時は ， 乙校に転 し ，

又 乙校 にて 落第す る時は， 丙校に転す る の傾向」 （「学生 の 転校 と制裁」 『教育時論』

第538号 ， 1900年 3 月25日）と い う特徴 ， す なわ ち転学 を重 ね つ つ 私立 中学校 を卒業

して い く実態の
一

面 を示 して い る 。

　明治 30年代の 私立 中学校は ， 何 らか の 事情で 中等教育機関 を退学 し ， それ で も就

学が許 され る境遇 に あ っ た 者た ち に対 し ， 中学校入学機会 を ， さ らに は卒業証書 を

得 る機会 を提供 して い た こ と を意味 し よ う。 た だ し ， それ で も卒業率 は決 して高 い

とはい えず ， 卒業 を果た せ ない 層の 方が 多か っ た 。

　その 後， 私立 中学校の整備が進展す る明治末期 に な る と ， 卒業率 は 高い もの の 「中

等 3 校 目以 上 」の 者の 入学者割合 は減少 して い き ， 大正 時代に な る と数％ に落 ち込

む 。 もはや私立中学校 は ， 何度 も転校 を繰 り返す者 を収容す る施設で はな くな っ て

い っ た の で あ る 。

4 ．　私立 中学校 の 淘汰 と機能の 衰 退

4．1． 文部省当局 に よ る改善指導

　多 くの 私立 中学校 は ， 設備 等の 不完全点を補充すべ き こ とを条件 に 「中学校」 と

して仮認可 され てい た 。 そ れ ゆ え ， 「視学官を して 各校 に就 き ， 其の状況 を実視せ し

む る 由に て ， 其の 結果右条件充実 し居 らざる も の は ， 直 に 認可 取消の処分」 （「認可

中学校の 検分」『教 育時論』第557号 ，
1900年 10月 5 日） と い う懸念 は常に 私立 に つ

きま と っ て い た 。

　東京府 に お い て は 明治 33年後半 に 視学官巡視が 実施 さ れ ， 翌年 1月30日付の 沢柳

政太郎普通学務局 長 か ら千家尊福東京府知事 に宛て た文書 に ， 視掌官の 眼 に 映 っ た
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明治後期東京における私立中学校の機能

私立 中学 校の 問題 点が列記 さ れ て い る （「文部省通牒 二 対 シ 回答」『明治三 十四年 第

一
課 文 書類纂 私立 中学校』東京都公 文書館所蔵）。 主 に 入学 に 関 し て の と こ ろを拾

い 上 げて み る と次の 通 りで あ り， 大 半の 中学校 に何 らか の 不備 が あ っ た よ うだ 。

　  入 学試験 内容 ， 入 学時期等に お ける 違法 の 廉 （立教 ， 日比 谷 ， 成城 ， 麻布 ， 日

　　　 本 ， 正 則 ， 京華 ， 錦城 ， 京北）

　  「中学校 ニ ア ラサ ル 学校ノ 生徒」の 転学 ・無試験転学な どに お け る違背 （立 教 ，

　　　 成城 ， 麻布， 京華 ， 大成 ， 東京 ， 錦城 ， 京北）

　なか なか 改善が 進 まなか っ た た め業 を煮や した 文部省 は ， 明治36年 7 月 4 日に 私

立 中学校改善の 意図 を も っ て 文部省令第 28号 「中学校令施行規則改正 」 を発す る 。

こ の 省令の 要点 は
， 「第二 学年以上 二 於 ケ ル 各学年ノ 学級数 ハ 第

一
学年 ノ 学級数 二 超

過 ス ル コ トヲ得ス 」 （第21条 に追加 ， 『法令全書』 に よ る）， 「中学校生 徒 ニ シ テ退学

シ タル 者退 学 シ タ ル トキ ヨ リー
箇年以内 二 於 テ中学校二 入学 ヲ志願 シ タル トキ ハ 同

一一
学年以下 ノ学年二 限リ入学 ヲ許可 ス ル コ トヲ得」（第45条改正）で あ り（9）

， これ

を受 け た 私立中学校は 「一二 を除 くの 外 は 何れ も
…

学年の 生徒僅少 に して却て 二 学

年三 学年に 至 りて多 き を見 る」と い っ た 状況 で あ っ たの で ， 「此 の 改正 を発表 さ る 3

や各私立中学の 校長 は大 に 驚 き善後 の 策に 奔走」した ほ どで あ っ た （「文部省令 と各

私立 中学」『東京教育雑誌』第 164号 ，
1903年 8月25日）。

　衷 5 に み るよ うに ， 私立の 在学形態 は上 級学年ほ ど生 徒数が 多 くな っ てお り， 極

端なケ ース だ と ， 明治 33年10月 時点の順天 で は ，

一一・
年生 17名 ， 四年生100名， 五 年生

150名で あ っ た （渡辺編 1994， 79頁）。 生徒が 淘汰 され て い く過程 が うか が え る府立

や全 国の 中学校 とは様相 が大 き く異 な っ て い た私立 中学校 は ， 根本的な改革を要求

さ れた の で あ る 。

　　　　　表 5 明治 34年 中学校生徒 在籍状況 （第一学年生徒 をlOOとする）

1年　　　　　2 年　　　　　3 年　　　　　4年　　　　　5 年　　　　　計

府立 505〔IOO） 466〔92．3） 344（68．1）
　　　　　　一一一
232（45．9） 215（42．6） ユ762

私立 1816〔100） 2109（116．D2335 （128．6） 2313（⊥27．4） 2737（150，7） 11310

全国 26679（100） 21544 （80．6＞ 15987（59．9） 12487（46．8） 1  181（38、2） 86874

『文部省第二 十 九年報』 （明治34年〉 よ り作成。

　この 明治36年頃か ら当局の 罰則 を伴 っ た取締が強化 され ， 入試選抜や卒業資格付

与に違反が多か っ た神 田 中学校 は同年私立 学校令第 10条 に 基づ き閉鎖 （「学校閉鎖命

令書ノ 儀進達」『明治三 十六年 第一
種文書類纂 学事第五 類 私立 中学校』東京都公

文 書館所蔵）， 翌年明治義会中学校 が 姿 を消 し ， さ らに は明治38年 日比谷 中学校が 廃
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校 とな り （後 に海城 中学校 へ ）， 東京 中学校 は徴兵猶予の 特権 を失 っ て い る （「不 良

中学校の 閉鎖 と特典取消」 『教育学術界』第 12巻第 2号 ，
1905年 11月 5 日）。 後者二

校 と明治39年 に徴兵猶予の 特権を剥奪 さ れた 大成中学校は ， 選抜方法や 入学者 に 関

する違法 の廉で の 制裁で あ っ た
 

。

　大成を例 に その 後 の経緯を も詳 し くみて い くと， 1司校 は先 に 掲 げた 「中学校令施

行規則第 45条」 に違 反 し特権を剥奪 された （「大成中学 の特権剥奪 」 『教 育学術界』

第 12巻第 5号 ，
1906年 2 月 5 日）。 再び特権 に あずか る の は明治41年 3 月で あるが ，

こ の 間大成が い か に 対処 して い っ たか は ， 大成 中学校が千家府知事 に 提出 した 「認

定取消サ レ 後 ノ整理 　大成 中学校 」（「徴兵令第十三 条 二 関ス ル 認 定」『明 治四十二 年

文書類纂 第
一

種 学事第七 類 私立学校 第五 巻』東京都公文書館所蔵） と題 された

公文書に詳 し い
。

　それ に よれ ば， 「違反編入 ト認 メ タ リシ 1者は70名 もお り， 父兄保証人 に来校 を求

め調査 した と こ ろ 68名の 詳細 が判明 した 。 うち 26名 は 「既 二 転学退学除名等除籍セ

シ モ ノ」， 15名は 「誤認 二 係 リテ 違反編入 ニ ア ラサ ル モ ノ 」で あ り，
こ の 41名 は処置

が不要で あ っ たが ， 「現在生 ニ シ テ 違反編入 シ タル モ ノ 」が 27名在学 して い た 。

　 この 27名 に つ い て は， 各生徒保証人 の 同意 を もっ て ， 諭 旨退学20名 ， 試験 を経て

下級編入 7名の 処置が なさ れ
， 下級編 入者の 授 業料は学校側が 負担 す る こ と に な っ

た 。 しか し，
こ れ です べ て 解決 した の で は な く， 「違反 編入 予防」 の 心構 えを表明

し ， 取消 さ れた特典 を再び認定 して もらう必要が ある 。

　　編入 試験受験志願者ニ シ テ 中学ノ 履歴 ア ル 者 ハ 必 其ノ 証明書 ヲ徴 シ試験期 日切

　　 迫 ノ為 メ即時証明書 ヲ差出シ 難キ 者 ハ 若 シ 後 日履歴 ノ 相違 ヲ発見 シ タル 時 ハ 縦

　　令入学手続 ノ後 ト雖モ 直 二 除名ス ヘ キ 旨 ヲ示 シ 入学 ノ 後 モ 証 明書提出遅滞ス ル

　　 モ ノ ハ 直接 当該学校二 照会 ス ル コ トト為 シ テ此 旨事務員
一

同 二 固々 申渡 シ テ前

　　 日ノ如 キ過 失 ヲ再 ビ セ ザ ラ ン コ トヲ期セ リ 。

　 前在籍校 の 「証明書」が必 須 に な っ た こ とで ， 明治末期 に は飛 び級 は不可能 とな

り， 素 行不 良等で 退学 に な っ て い た 者の 編入 も厳 し くな っ た と い え よ う。

　 こ こ まで 「入学」に つ い て みて きたが
， 「卒業資格」の 付与が ど う変化 して い た か

に つ い て も触れ て お か ね ばな る まい
。 明治30年代 に は ， 私立 中学校が 「相 当の 報酬

を受 けて ， 在学生 に あ らざ る もの に ， 漫 に 卒業証書 を授」（「文 部省 と私立学校」『教

育時論』第654号，
1903年 6月15日）けて い る と い う風説が 流布 した り， 神 田中学校

が虚偽 の 卒業証書 を付与 する とい っ た不 正行 為が あか る み に 出て い た （前掲 「神田

中学閉鎖を命ぜ らる」）。
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　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 明治後期東京における私豆中学校の機能

　 さすが に 当局 もこ うした不正 を見過 ごす こ とな く， 断固た る処置 を もっ て の ぞ む

よ うに な っ て い っ た 。 明治36年10月 ， 順天 中学校に つ い て 沢柳普通学務局長名で 千

家府知 事宛に 出され た文書に は 「同校卒業生 ニ ア ラ サ ル ○○○○力 受ケ タ ル 卒業証

書ハ 同校 二 回収 ノ 上其 旨報告セ シ メ ラ レ 度」 （伏字 は引用者）と い う要望が 記載 さ れ

て い る が ，
こ れ に対 す る順天 の 回答 は 次の 通 りで あっ た （「徴兵令 二 関ス ル 認定」『明

治三 十八 年文書類 纂 第
一

種学事 私立 中学校』東京都公文書館所蔵）。

　　卒業生 ニ ア ラ サ ル 者 二 卒業証書 ヲ授与 シ タル コ ト右 ハ OOOO 二 対 シ卒業証 書

　　 ヲ渡 シ有之候件 ……全 ク本校事務員取 扱上 ノ行 違 ヨ リ生 シ タル 結果 二 可有之候

　　
……

追 テ誤証書 ハ 御 内達 二 基キ 本年即 明治三 十六 年十
一

月五 日 ヲ以 テ本校 へ 回

　　収致候 。

　 あ くま で 事務 ヒの 手違 い で あ る と弁明 しつ つ
， 「誤 証 書」回収が報告 され て い る こ

の 史料 は，明治30年代後半 に は当局の 取 り締 ま りが厳 しか っ た こ とを如実に物語 っ

て い る 。 入 学 と卒業 に お い て
， 便宜 を図 っ て い た私立中学校で はあ っ たが ， 当局の

強硬 な姿勢をみせ られ る に つ け徐々 に そ の機能を弱化 させ ，

一
般的 な中学校 へ と変

容 して い っ た ので ある 。

4．2． 「中学校 ニ ア ラ サ ル 学校 ノ生徒」の 入 学

　中学校間の 転校 が 厳格化 され るなか
， 「中学校ニ ア ラサ ル 学校 ノ生 徒」す なわ ち 「非

中学校」か らの 入学者動 向に は どうい っ た変化が あ っ た の だ ろ うか 。 表 3 で 成城 の

ケー ス をみ る と ， 正 規中学校以 外の 中等教育機関 （再入学除）か らの 入学者数 は 1

期162名 ， II期215名 ，
　III期 156名 と 1期 とIII期 で は同程度で あ るが ， 入 学学年別割合

で み る と， 前者で は 「2 ・3年」 （5．0％） と 「4 ・5 年」 （5．1％） とが 同程度で あ

る の に対 し， 後者 に お い て は 「2 ・ 3 年」 （9．0％）が 「4 。 5 年」 （3．4％） よ り も

か な り高 くな っ て い る 。 入 学者数が多か っ た II期 （明治末期） の 時点で 高学年入学

者割合が減少 し， 大正期 に はそ うした傾 向が 固定化 しつ つ あ っ た が ， これ は 明治40

年頃か ら ， 「非中学校」を 「前学歴」とす る者 の入学 に なん らか の変化が あ っ た か ら

だ と思 われ る 。
こ の ル ー トか らの 入学者の 事例 を い くつ か み て み よ う。

　．ヒ京 して か ら一一・一
年間 ， 牛乳配達や新聞売 りを し苦学 して い た加藤勘十 は ， 中学校

入 学 を決意 す る も自身の 英語力で は 中学校合格 は難 し い と思い ， ま ずは正 則英語学

校で 受験準備 をす る こ とに した 。 明治 41年 ， 三 年生 に合格 す る 自信が あ っ た が
， 「も

し もの場合 の 事 を考 え て ，

一
年位 は後れ て も基礎的勉強 が大事 だ と」思い

， 日本中

学校の 「二 学年の 編入試験で 我慢 す る こ とに した 」 （松井 ほ か 編 1980
，

41 − 47頁）。
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　大正初 め に東京 に 出て学僕 として知人宅 に 寄宿 し夜学 に通 っ て い た 椎名悦三 郎 は ，

思案の 末思 い 切 っ て 錦城中学校の 第三 学年編入試験 を受験 す る。 研数 学館で しっ か

り勉強 して い た か らか す ん な り と合格 。 入学 して み る と
， 中学校 よ りも研数学館 の

内容 の 方が 進ん で い た こ とに気づ き ， 「な あんだ とい う気が した」 （日本経済新聞社

編 1970， 162− 165頁）。

　加藤 と椎名の 事例 は ， 中学校入学 に 向けて の 受験準備 と い う点で ， 明 治30年代の

上野や小倉 の ケ
ー

ス と は異な っ て い る 。 大正 2 年の 正則 中学校補欠入 試に は志願者

が殺到 ， その 合格者 の 多 くが予備校 で 勉強 して い た者だ っ た とい うエ ピ ソ
ー ドもふ

ま え る と （正 則学院百年史編集委 員会 編 1989年， 398頁）， 明治末期以 降 ， 非中学校

か ら入学 する に は ， それ な りに厳正 な選抜試験 を く ぐり抜け な けれ ばい けな くな っ

て い た と い っ て よ い で あろ う。

　し か も， 志望学年 に 相当す る学力基準 に達 して い るか を も私立 中学校 は厳密に判

断す るよ うに な っ て い た こ とが うか が われ る 。 志願者側 も こ の 点 を意識 して い た よ

うだか ら， 高学年入 学者の 割合が 減少 した の もうなずける 。 こ の よ うに ， 非 中学校

か ら の 私立中学校，
と りわ け高学年 へ の 入学 の 門戸 は明治30年代 よ りも実質的 に狭

ま っ て い っ た の で あ る 。

5 ．　 結語

　本稿で は ， 明治後期東京 にお け る私立 中学校の機能 を ， その 入 学者の 特徴 と い う

観点 か ら検討 して きた 。 以 ヒの 分析か らあ き らか に な っ た こ と を ま と め る と次の よ

うに な る 。

　明治 30年代の 私立 中学校で は ， 入 学者の 大半が 第二 学年以 上 へ の 入学者に よ っ て

占め られ て お り， しか も輩 出され る卒業生に も第
一
学年入学者が極め て 少な か っ た 。

つ ま り， 第
一

学年 に生 徒 を入学 させ 五 年間在学後に卒業さ せ る と い う， 中学校の
一

般 的な機能が私立 中学校 で は まだ確立 して い なか っ た ので あ る。

　入学者 の経歴 は ， 他の 中学校か らの 転校生 ， 各種学校等か らの 転入 な ど実 にバ ラ

エ テ ィ に富ん で い た 。 入学 の 目的 は ， 短 期間で の 卒業証書修得や飛 び級で あ っ た り，

は た また公立 中学校 を退学 に な り受 け入 れ て くれ る学校が た また ま私立 中学校だ っ

た と い うもの で あ っ た 。 私立 は そ うい っ た ニ ーズ に応 え る機能 を有 して い た の で あ

る 。

　だが 明治末期以降 ， 私立 中学校の こ うした機能 は弱化 して い く。 それ は中学校を

は じめ とす る中等 レ ベ ル 教育機関か らの ， そ して 第二 学年以上 へ の 入学者の 減少を
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 明治後期東京における私立中学校の機能

意味す るが
，

こ の 間接的要因 と して は公 立中学校 に お け る半途退学者 の 減 少な ど も

あ っ た で あろ うが
， 直接的に は文部省当局の 罰則 をも辞さ な い 態度 に よる改善指 導

に よる影響が大 きか っ た 。

　要す るに ， 明治後期の 私立中学校は小学校 との 接続 よ りも， 多種多様な 中等教育

機関 と の それ の 方が 強か っ た の で あ る
。

こ れ は
， 同時期 の 中学校が

， 「『学力』や 素

行 等の ふ るわ ない 生徒の 選別 や淘汰 」 （斉藤 1995a
，
13頁）を しつ つ

， 大量 の 半途退

学者 を排出 して い たの に対 し ， 私立 中学校 はそ う した 「学力」「素行 」で 淘 汰 され た

半途退学者
くID

の み な らず， 非中学校の 経歴 しか 持た な い 者 を も積極的に 受け入 れ ，

卒業資格 付与 や進級 等 に お い て 公立 中学 校で は得 る こ との で きない 利点を少年 た ち

に もた らして い たか らで あ っ た
ω

。

　最後に ， 私立 中学校の 果た して い た役割の 社会的意味を考察し よ う。 中学校退学

者 は ，
い うなれ ば 「正 系」か らの 落伍者で あ り， また ， 中学校進学を望 んで い なが

ら も ， な ん らか の事情で 入 学で きず他の 教育機関に 甘 ん じて い た者は 「傍系」 に連

な る 者 ，
い わ ば双 方 と も 「敗 者」で あ っ た 。

こ の うち ， ア ス ピ レ ー シ ョ ン を冷却し

きれ ない 敗者 た ち に と っ て ， 再度 チ ャ ン ス を与 えて くれ る私立 中学校 は ， 「敗者復活

戦」の 場 とな っ て い たの で ある 。

　 また ， 時間 ・経済 コ ス ト的事情 を抱 え る者 に とっ て ， 飛 び級 は ある意味卒業資格

へ の ， ひ い て は上 級学校進学 へ の バ イパ ス で あ っ た 。 進 級制度 が厳格 で あ っ た 公立

中学校 とは対照的で ある 。 「敗者復活戦」にせ よ 「バ イ パ ス 」に せ よ ， 私立 中学校 は

中学校制度確立過程 の 間隙を縫 っ て ，

一
種 の 抜 け道的役割 を担 っ て い た と い え よ う。

　従来 ， 中学校段 階に お ける 東京の 求心力 は ， 受験準備 と い っ た 「知」 を め ぐる文

脈で 論 じられ る こ とが多か っ た 。 だ が ， 他の 中等教育機関 に比 しその 卒業 や在学が

特権 と結 び付 き重要な意味 を帯 びは じめた 中学校が ， 中等教育 の 「正系」 と して の

地位 を確立 し た 明治30年代 に は ， 「正 系」で あ りなが ら も入学機会 を広 く開放 し ， 淘

汰的性格が薄 か っ た 私立中学校 が付与す る 「中学校卒業資格」 は もち ろ ん ， 私立 に

入 学す る こ とで 得 られ る 「中学生」 と い う身分 その もの も， 東京の 求心力の
一

端 を

担 っ て い た の で ある 。

　 た だ し， 本稿 で確認 した よ う に ， 私立 中学校 の こ う した 機能 は明 治末期頃か ら低

下 してい く。 本稿 で は この低下要因 を主 と して 制度史的な視点か ら論 じた が ， もち

ろ ん そ れ だ け に よ っ て 説明 され うる もの で は な い 。 東京府在住小学生 の 中学校進学

熱 の 勃興 ， そ して 全国的な 中学校半途退学者 の 減少 が 私立 中学校 に ど うい っ た 影響

を与 えた か と い う点 は， 近代東京 に お ける私立 中学校 の 展 開過程 を考 える うえで の
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重要 な検討課題で ある 。

〈注 〉

（1） 明治後期，
と りわけ30年代の 私立 中学校 に つ い て は ， 生徒の 在籍数 ， 経費 ，

い

　 くつ か の 中学校 の 沿革 に言及 して い る斉藤 （1995b）が あ る 。 た だ し ， そ こ で は私

　立 中学校を め ぐる入学動向や 入学者の 経歴等が 問題 とは され て い な い
。

（2） 私立中学校に お い て 第
一

学年入 学者の比率が 7 割 に達す る の は ， 大正 9年 （72．

　 3％）で あ る 。

（3） 参 考 まで に ， 明 治38年 ， 東京の 中学校 の卒業生は 2304名 で あ っ た が ， うち府立

　は僅か 232名 （10．1％）に す ぎない （脚注（2）と も 『全 国 中学校 二 関ス ル 諸調査』に

　 よる）。

（4） 若干 時期 は下 るが
， 大正 3年 に お ける全中学校生徒数 に 占め る徴兵適齢者数割

　合は ， 公立 中学校が 2，8％で あ るの に 対 し
， 私立中学校 は 6．3％ と倍以上 とな っ て

　 い る （「中学生 と徴兵適齢」 『教育時論』第1054号 ，
1914年 7 月25日）。 第二 学年以

　 上 の ， しか も高年齢層入 学者が 多か っ た明治後期に は ， 私立 の 数値は よ り高か っ

　 た もの と推測さ れ る 。

（5） 明治30年代 の 官立東京高師附中学校で は ， 入 学志願 に際 し年齢制限が設 けられ

　 て い た （「東京高等師範学校附属 中学校入学試験」 『教育公報』第305号 ，
1906年 3

　 月15日）。

  　『学籍簿』に は
， 数 日の 在学で 退学 した者や入 学 した もの の ま っ た く出校 しなか

　 っ た者 な ど を含 ん で い る 。 入学者 の 実態 を よ り映 し出 して い る とい え よう。

（7） 明 治30年代初頭 ， 攻玉 社 1 円 20銭 ， 麻布 1 円30銭 を除 くと私立 の 月額授業料 は

　府立 と同額の 1 円 5 銭だ っ た が
， 府立 で は 不要 の入 学金 が ほ とん どの 私立で は課

　 され て い た 。 い わ ば私立 は割安 で は なか っ た こ と に な るが ， 多 くの 私立 は受験 料

　 ナ シ （府立50銭）で あっ た こ と は ， 私立 間の転校 を考 え る う えで 示唆的で あ る （「各

　 学校修学費
一

覧表」『中学新誌』第 2 巻第 1 号 ， 1898年 1 月 1 日）。

（8） 明治30年代後半に府立 四 中の ある生徒が四年次で 落第 した際 ， その 境遇 に 同情

　 した深 井鑑
一

郎校長が 「五 年に 編入 で きるよ う私学 に 手続 き をし て や る」 と配 慮

　 して くれ た と い うエ ピ ソ ー ドも（百年史編集委員会編 1988
，
662頁）， 学力で 淘汰

　 され た者が私立 に流れ る傾向を裏付 けて い る 。

（9） 公立 中学校を落第し私立中学校に入学す る者 の な か に は， 落 第に よ る留年を嫌

　 い 公立 を半途退学 し ， 私立 に 「進級」編入 の ケ ース が 多か っ た と思わ れ る 。 な ぜ
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明治後期東京における私立中学校の機能

　な ら
， 原級 に留 ま っ た ま ま私立 へ 転学す る こ と は それ ほ どメ リ ッ トが ない か らだ 。

　した が っ て ， 「第45条改正 」はそ うした 広義 の 「飛 び級」を も対象 として い た と捉

　 え る べ きで ある 。

（1 　明治 37年 1 月に は ， 商工 ， 東京 ， 立教， 日比谷 ， 錦城 ， 暁星 ， 日本 ， 成城 ， 大

　成 ， 郁文館 ， 独協 ， 京北 ， 麻布 の各 中学校代表者 を文部省普通学務局 に呼 び ， 沢

　柳が 徴兵令猶予 に関 する件 に つ き訓示 的 注意 （詳細 内容不明）を して い る （「文部

　省各中学校 に 注意 すj 『教育学術界』第 8巻第 6 号 ， 1904年 2 月 5 日）。

  　「学力」や 「素行」で 淘汰 さ れ て も転校が可能で あ っ た と い うこ とは ， 少 な くと

　も 「経済力」 と い う条件 は ク リア
ー して い るケース が 多か っ た と思わ れ る 。

（12） もち ろ ん
，

こ の 根底 に は生徒 を確保 し経営安定を狙 う私学の 姿勢が あ っ たで あ

　 ろ う 。
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   Focusing on  Entrance Trends and  the School Careers of New  Students

                       TAKEISHI,  Nerifumi
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7-3-1 Hongo,  Bunkyo-ku,  Tokyo, 113 O033 Japan
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The  purpose of  this paper is to clarify  the situation  of  private junior high schools

under  the old  system  in modern  Tokyo, by analyzing  the tendency ef  entrance

into schools,  the students'  motives  for entering,  and  the students'  school  careers.

The paper  then discusses the social  functions ef  schools  in the late Meiji Era.

    The  paper begins by examining  entrance  trends  of  junior high schools.  In

the third decade of  the Meiji Era (1888-1897), rnost  new  students  entered  at a

grade  level above  the first year, and  very  few of  the graduates had  been in the

school  for the entire  five-year enrollment'  period. This aspect  stands  out  compar-

ed  with  public junior high schools.  However,  the number  of  students  entering

from  the first grade  of  junior high schools  gradually  increased in number,  and

the rate  reached  60%  of  total  new  students  in the  early  Taisho Era  (beginning in

1912).

    The  paper then  anaryzes  the school  careers  of  new  students.  Many  had

failed to enter  private junior high schools  directly after  graduating  from  elernen-

tary  school,  and  on  the other  hand a high number  of  students  transferred from

other  junior high schools  and  from  lower secondary  schoo]s.  This is because

private junior high schools  had the following functions: they tended  to confer

diplomas easily,  accept  dropouts and  let students  skip  grades.

    However,  the articulation  between private  junior high schools  and  elemen-

tary  schools  gradually stabilized  after  the end  of  the Meiji Era. In the back-

ground  of  this change  was  an  amelioration  policy carried  out  by  the Min{stry of

Education against  the junior high schools,  xNrith the Ministry ordering  the closure

to some  schools.  Consequently, the above-mentioned  functions of  private  junior
high schools  were  weakened.

    In a  word  the private junior high schools  in the late Meiji Era were  places

for C`comeback
 matches,"  which  gave  a second  chance  to junior high school

dropouts and  to students  in lower secondary  schools.  In addition,  they offered  a

shortcut  to obtaining  a  diploma.

     In conclusion,  the paper emphasizes  that the centripetal  force exerted  by

Tokyo  was  based not  only  on  the knowledge  availab]e  there for students

preparing  for higher education,  but also  by the status  and  privilege conferred  by
the status  of  junior high school  graduation.
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